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風
景

宋
代
山
水
表
現
に
於
け
る
視
覚
と
聴
覚
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単
位
取
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退
学
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専
門
は
中
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宋
代
士
大
夫
思
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究
）、
中
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美
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中
国
芸
術
思
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論
文

に「
秦
觀『
浩
氣
傳
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
五
）、「
蘇
軾『
論
語
説
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
三
）、「
中
国
の
聴
覚
Ⅱ

—

風
景
に
音
声
は
あ
る
か
」（
一
九
九
八
）
な
ど
。

　

宋
代
の
蘇
軾
が
王
維
の
詩
画

に
つ
い
て
「
詩
中
に
画
有
り
」、

「
画
中
に
詩
有
り
」と
評
し
た
よ

う
に
、特
に
宋
代
以
降
「
詩
画

一
体
」観
が
一
般
化
す
る
。「
詩
」

と
は
、詩
人
が
五
官
に
よ
っ
て

感
得
し
た
自
ら
を
取
り
巻
く
世

界
（「
景
」）、及
び
そ
れ
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
心
的
現
象
（「
情
」）

を
文
字
情
報
に
定
着
す
る
一
種
の
記
録
／
記
憶
装
置
と
い
え
る
。士
大

夫
（
知
識
人
）が
そ
こ
に
身
を
置
く
こ
と
を
好
む
「
山
水
」は
詩
の
一

大
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
成
立
す
る
が
、「
山
水
詩
」に
は
風
景
が
形
態
・
色

彩
・
空
間
な
ど
の
視
覚
を
中
心
と
し
た
情
報
の
み
な
ら
ず
、音
声
（
鳥

や
泉
の
音
）な
ど
五
官
に
よ
っ
て
感
得
さ
れ
た
様
々
な
事
象
が
表
象
さ

れ
て
い
る
。つ
ま
り
、「
風
景
に
音
声
が
含
ま
れ
る
」こ
と
を
歐
陽
脩
の

「
幽
谷
晩
飲
」詩
に
即
し
て
分
析
し
た
。で
は
、視
覚
表
象
と
し
て
の
山

水
画
に
音
声
は
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
か
。こ
の
問
題
に
つ
い
て
、ま
ず
北

宋
の
宮
廷
画
家
郭
煕
の
画
論「
林
泉
高
致
」に
優
れ
た
絵
画
か
ら
は「
猿

聲
鳥
啼
」が
聞
こ
え
て
く
る
、と
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、次

い
で
宮
廷
画
家
を
選
抜
す
る
に
際
し
行
わ
れ
た
「
詩
を
絵
画
化
」す
る

試
験
で
谷
川
の
音
を
聴
く
場
面
が
課
題
と
さ
れ
た
例
を
挙
げ
、風
景
画

に
は
音
声
の
存
在
に
関
す
る
意
識
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
、つ
ま
り
絵

画
に
は
音
声
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。中
国
知
識
人
の
視
覚

は
、ま
ず
作
詩
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。中
国
の
視
覚

の
在
り
方
を
詩
表
現
か
ら
伺
う
と
特
徴
的
な
点
が
見
て
取
れ
る
。そ
の

一
例
を
「
如
画
」と
「
身
在
画
中
」と
い
う
表
現
か
ら
分
析
し
た
。実
際

の
風
景
を
「
画
の
如
し
」と
表
現
す
る
例
は
南
朝
期
に
は
既
に
見
え
る

が
、南
宋
の
陸
游
も
「
蘭
亭
禹
廟
山
如
畫
」と
詠
う
。「
如
画
」と
い
う
表

現
は
、言
表
し
が
た
い
「
山
水
」の
情
景
を
読
者
が
既
に
経
験
し
た
絵

画
イ
メ
ー
ジ
（
脳
内
デ
ー
タ
）に
仮
託
す
る
こ
と
と
も
い
え
る
。類
似

の
表
現
に
「
自
身
が
絵
画
の
中
に
居
る
（
身
在
画
中
）」が
あ
る
が
、「
如

画
」は
認
識
主
体
（
我
）と
対
象
（
風
景
）と
が
未
だ
分
離
し
て
い
る
の

に
対
し
、「
身
在
画
中
」は
主
・
客
の
一
体
化
の
表
現
と
し
て
山
水
へ
の

よ
り
深
い
没
入
の
あ
り
方
と
捉
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

自
然
へ
の
関
心
、自
然
に
遊

ぶ
喜
び
、田
園
的
な
暮
ら
し
へ

の
憧
れ

—
—

そ
の
絵
画
化
こ
そ

が
風
景
画
だ
と
私
た
ち
は
無
意

識
の
う
ち
に
思
い
込
ん
で
い
な

い
だ
ろ
う
か
。し
か
し
、風
景

は
、見
る
者
が
〈
見
え
る
〉も
の

と
し
て
捉
え
た
瞬
間
か
ら
、一
定
の
視
角
で
切
り
取
ら
れ
た
、一
定
の

世
界
観
の
表
れ
と
な
る
。風
景
画
は
、社
会
的
・
文
化
的
な
負
荷
に
か

か
っ
た
「
見
る
行
為
」の
痕
跡
で
あ
る
以
上
、い
か
に
写
実
的
に
見
え

よ
う
と
も
、そ
れ
を
注
文
す
る
者
・
制
作
す
る
者
、購
入
す
る
者
・
享
受

す
る
者
が
身
に
帯
び
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
担
い
手
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。

そ
こ
で
、風
景
画
、な
か
で
も
西
洋
絵
画
史
上
、い
ち
早
く
独
立
し
た

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
風
景
画
に
取
り
組
ん
だ
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
に
注

目
し
、そ
の
地
で
制
作
さ
れ
た
風
景
画
に
刻
ま
れ
た
物
語
を
手
掛
か
り

に
し
て
、〈
見
え
る
〉こ
と
が
抱
え
込
む
複
雑
な
諸
相
を
浮
き
彫
り
に
し

よ
う
と
試
み
た
。

発
表
で
は
、海
景
、都
市
、小
麦
畑
を
描
い
た
風
景
画
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
作
品
の
作
者
が
、眼
前
に
広
が
る
果
て
し
な
い
風
景
の
中
か

ら
、意
識
的
か
否
か
は
別
に
し
て
、い
か
な
る
意
図
で
、何
に
目
を
向

け
、ど
こ
を
い
か
に
切
り
取
り
、い
か
に
作
品
化
し
た
か
を
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、ど
の
風
景
画
に
も
、十
六
世
紀
末
に
生
ま
れ
た
新
興
国
・

オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
の
市
民
で
あ
る
こ
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
意

識
、自
ら
獲
得
し
た
都
市
・
国
土
へ
の
愛
着
の
想
い
、そ
の
国
を
支
え

る
経
済
力
を
誇
り
と
す
る
意
識
が
共
通
し
て
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
に
は
、「
オ
ラ
ン
ダ
の
庭
」と
い
う
き
わ
め
て
特
徴
的
な

画
像
の
伝
統
が
あ
る
。庭
に
見
立
て
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
は
、周

り
を
外
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
柳
の
編
み
垣
で
囲
み
、中
央
に
守
護
動
物
・

「
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
オ
ン
」あ
る
い
は
守
護
神
「
オ
ラ
ン
ダ
の
乙
女
」を

侍
ら
せ
る
。緑
な
す
美
し
い
庭
は
、守
る
べ
き
国
土
を
表
わ
し
、愛
国
心

の
象
徴
と
し
て
の
機
能
を
担
う
。十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
風
景
画
の
多
く

は
、こ
の
「
オ
ラ
ン
ダ
の
庭
」を
支
え
る
愛
国
心
と
同
じ
視
角
で
捉
え

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。風
景
画
は
、一
定
の
風
景
を
〈
見
え
る
〉

も
の
に
す
る
人
間
の
世
界
理
解
な
く
し
て
成
立
し
な
い
の
だ
。

土
地
に
刻
ま
れ
た
物

h
isto

ry語

—
—

十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
風
景
画
に
見
え
る
も
の
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を
経
て
現
職
。
二
〇
〇
〇
年
、
第
十
回
吉
田
秀
和
賞
受
賞
。
二
〇
〇
九
年
九
月
〜
二
〇
一
〇
年
一
月
、
オ
ラ
ン
ダ

王
立
人
文
学
社
会
科
学
高
等
研
究
所
訪
問
研
究
員
。
専
門
は
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
美
術
史
、
江
戸
期
の
日
蘭
美

術
交
流
史
。
主
著
に『
改
訂
新
版
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
論
』（
二
〇
〇
六
年
、八
坂
書
房
）、『
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
全
作
品
集
』（
小

学
館
、
二
〇
一
二
年
）、『
庭
園
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』（
青
土
社
、
二
〇
一
四
）
な
ど
。


